






 

兵庫県は新生児死亡率、周産期死亡率ともに昭和 57年度までは全国平均を下廻る成績を示

していたが、昭和 58 年、59 年と続いていずれもが全国平均を上廻る状態となった。 

 この原因検索の一つとして、昭和 59年度の兵庫県下の新生児死亡に関する調査を実施し

た。本調査の新生児死亡者の出生体重は死亡票と出生票のつき合わせにより、県保健環境

部健康課の協力を得て調査を行った。 

 その結果、昭和 59年度新生児死亡数254 名で、第 3次新生児医療施設と推定される病院

での新生児死亡者 100 名(自院出生者 23 名、他院出生者 77 名)で全体の 39.4%を占め、2

次医療機関と目される病院では 70 名(自院出生者 35 名、他院出生者 35 名)で 27.6%、その

他の病院施設(1 次医療機関)は 30 名(自院出生者 27名、他院出生者3名)11.8%、診療所は

15 名(5.9%)、自宅 6名(2.3%)、県外施設での死亡 33 名(13.0%)であった。 


